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　上司が部下を心配して「ここ 2 週間ほど、疲
れていて元気がない様子に見えるよ。会社に寄
らず直行することも増えているけど、どうした
の？」と声をかけましたが、「大丈夫です。何で
もありません」と言われ、とても困っています。

今後どのように対応しますか？

　10月9日、10日に湖北省と上海市の人民代表
大会に表敬訪問致しました。
　中国駐長崎総領事館の劉亜明総領事からお話
しがあり、長崎県と中国の交流を図るため、今回
県議団で訪問団を結成し伺うことになりました。
　私は、改革21を代表して、訪問団の一員とし
て参加しました。
　中国は建国70周年を迎えられ、湖北省の武漢
では大学の街であり、若者が多く、地下鉄が急ピッ
チで進み、日本企業の自動車産業が多く進出し
ています。
　上海市は、長崎から直行便があり、航空路線
は40周年を迎えました。12月からは、週3便に
増便されます。今後も友好関係を深めながら、よ
りよい長崎県へとつなげて行きたいと思います。
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7月30日　　　　　　　
西彼杵道路建設工事視察

8月9日　　　　　　 　
原爆の日　平和式典参列

8月26日　
地元道路の要望活動

8月21日　全国新任議員研修

9月10日　  　　
世界自殺予防デー

9月11日　　　　　　　　　
国体長崎県選手団結団壮行式 9月26日　自動運転バス　試乗

10月5日　ミライon図書館及び
大村歴史資料館開館記念式典

10月10日　上海城市規画展示館　視察 10月10日　県議団訪問が　　 
中国湖北日報に掲載されました

10月16日　侍学園（沖縄）　
誰もが居られる場所に　視察

11月の県議会定例会で一般質問を
12月5日（木）13時30分から行う予定です。
皆さま、是非、傍聴にお越しください。
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　この度、台風15号、19号で被災された皆さまへ、心よりお見舞い申し上げます。
被災された方々の苦難に思いを致し、対応に当たっておられる全ての方々のご労苦に
深甚なる敬意を表します。一日も早い復旧と、皆様が日常生活に戻れるようお祈りし
ております。
　台風19号接近時の状況について、『命を守る行動をしてください』と何回も報道され
ていましたが、そのときにどうしたらいいのかっていうことを事前に把握しておかな
いと、実際にどのような危険が迫っているのか、どう対応すれば良いのか分からない
のではないかと感じました。
　自らの命を守るためにどうすればいいか？①避難のタイミング②避難時の服装選び
③避難ルートと言われています。また気象予報士は、崖や河川など、自宅付近に何が
あるのかを把握し、「河川の情報を気にする」「大雨情報に警戒する」など予め情報の整
理をしておくことが重要だと指摘されています。いま一度、私たち自身で、どうした
ら命を守る行動ができるかを考えておくことが重要です。私は、「災害のあとに復興の
ために予算を使うなら、今のうちに減災のために事前防災にもっと真剣に取り組むこ
と。そして、その予算をしっかり確保すること。」これが長崎県にとっても大事なこと
だと思います。
　そして、日ごろから家族や地域、ご近所の方々とのコミュニケーションをとって、
助け合える人間関係を持っておくことが大切です。困っておられることがありました
ら、いつでも「あいばあつ子」へご相談下さい。

ごあいさつ
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　「道路予算の確保」に関し、自然災害が多く発
生している中、予算の減少が懸念される。西九州
自動車道は、本県、福岡県、佐賀県で構成する協
議会や、県内沿線市町で構成する期成会で、西彼
杵道路や島原道路に道路予算が減少しないよう
に、関係市町、県議会、市議会と連携しながら要
望を行っていく。
　また、「河川の災害対策」に関し、「災害が起
きてから対応するより、事前に対応する方
が予算的にも削減できるとの視点で検討す
べきである。」との意見があった。
　石木ダムに関しては、私が、県と住民が互い
に歩み寄るように求めると、将来にについて話し
合う機会を得られれば誠意をもって対応するとの
答弁であった。その後9月30日に再評価委員会で
審議し3年延長することが決定された。

　「災害廃棄物の処理」に関しては、「災害時に
は、『九州・山口９県における災害廃棄物処理等に
係る相互支援協定』に基づき、各県相互に、職
員の派遣や災害廃棄物の処理支援を行うこ
ととなっている。また市町においては、被災住民
が持ち込むゴミの処理手数料を減免するなどの支
援を行っている。

　消費生活センターは、県内13市全てに設置され、
町には消費生活相談員が配置されている。
　県の消費生活センターで平成30年度に相
談を受けた件数は 2,371件で、主な相談内容
は、商品関係では健康食品、化粧品及び電気、サー
ビス関係ではデジタルコンテンツ、フリーローン
や消費者金融である。

　「相次ぐ事故の防止対策」は、事故を起こし
たり苦情を受けた県営バス乗務員へは、不定期
に個別での研修や検証を実施している。また、
発車前等の安全確認を行う「３秒ルール」を徹底
するとともに、事故防止や法令順守についての声
かけ等の取り組みをより一層進めていく。
　私が「人員不足の中、勤務時間等、働き方に問
題はなかったのか。過重労働になった場合、スト
レス過多が想定されるが、乗務員のストレスチェッ
ク実施状況はどうか。」と質問すると、「法令等で
定められた拘束時間や休息時間等は守られてい
る。ストレスチェックの対象者466名のうち、回答
した職員が382名、その内要面接とされたのは
35名。」
　また、「心と体の健康管理を行い、事故がゼ
ロになるよう取り組んでほしい。」と意見した。

　「ローマ法王の来県時における小型無人機
の飛行の禁止に関する条例」に関しては、ホー
ムページ等でのＰＲや、市町等へチラシ配布、外
務省にも協力を要請し、在京の報道機関や海外メ
ディアへ周知等あらゆる手段を用いて周知徹底を
図っていく。

　あおり運転という定義はないが、県民より通
報があり、対象車両を止めて確認した件数は、平
成30年が50件、令和元年８月末現在で、
14件となっている。

　ＩＲの事業者選定と区域認定のスケジュールは、最
速で2021年度にも行われるという情報がある。そ
れを前提とするならば、事業者の公募・選定に
ついては、来年度早々にも公募に着手し、半年程
度をかけて選定作業を行い、来年度の半ば頃に
は決定することになると考えている。

　テレワーク制度は、中学校就学前の子どもの
育児又は介護を行っている職員を対象に本年２月
から運用を開始し、これまで11名の職員が利
用している。

　航空機関連産業については、昨年度の時点で
売上高が約50億円、雇用者数が約500名であった
が、10年後には2.5倍となる売上高125億円、雇
用者数1,250名まで伸ばすことを目標としている。

　長崎空港の販売ブースについては、現在、長
崎俵物を中心に販売しているが、新たな商品のテ
スト販売の実施等について、今後、検討していく。

　農業分野における外国人材の受入れは、ベト
ナム国の労働省を訪問し、協議を行った。11月に
はベトナム国立農業大学側と採用面接ができるよ
う、送り出し国として体勢を整備するとのこ
とであった。

　長崎県立大学の入試出題ミスは、民間の出版
会社からの問い合わせにより判明したものである。
時間がたってミスが判明してしまうと、合否に関
わった場合に大変な事態となるため、今後は、万
全の体制で取り組んでいただきたいとの意見
があった。

　
　小学校では、パソコンを用いたプログラミング体
験を通して、物事を論理的に考える『プログラ
ミング的思考』を育成する。小中学校において、
プログラミングのベースを作り、それぞれの発達段
階に応じた教育を行っていきたい。

　ヘリコプターで医師を離島に搬送する『リムキャ
ス事業』は、民間団体が行っていた事業を、新年度
から病院企業団が引き継ぎ、県と企業団と一緒に
なって離島医療を守るために取り組む。

　幼児教育の無償化に伴う副食費の取扱いにつ
いては、市町が独自に実施する副食費の免除等の支
援策に対する県の補助制度の創設については、本県
の厳しい財政状況の中では困難であると考える。

　9月定例県議会は9月9日から10月4日までの26日間開催されました。主な

議案は総額1,018,535千円増の一般会計補正予算や「ローマ法王の来県時にお

ける小型無人機の飛行の禁止に関する条例」や手数料条例の改正などの条例議案

でした。本定例会では、「令和元年度一般会計補正予算（第２号）」など20件の議案

を可決・同意しました。また、「高齢者の安全運転支援と移動手段の確保を求める意

見書」など4件の意見書を可決しました。

９月
定例県議会
報告

文教厚生
委員会

農水経済
委員会
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